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『あなたは お大師様に手を合わせる資格があるか   エー資格とはなんですか 

目に見えぬお大師様に手を合わすには  目に見える家庭を愛し大地に生きる全てを 

愛してこそ  目に見えぬお大師様に手を合わす資格が得られるのだ  資格が無け 

れば形の合掌が出来ても お大師様に通じる心の合掌は出来ない その資格を得る為 

１、小善を積んで お大師様に近づくのだ 

  【感情に溺れる人生を歩むな 心の窓を開き笑顔と優しい言葉を施せ】 

１、向かい合う人を お大師様と思え 

       【貧しさにも難病にも苦しむな「原因があるが故に結果がある」生かさ 

れている現在に感謝を込めいのちに光をあたえよ】 

１、苦悩を背負う時こそ 背筋を伸ばせ 

       【この教えを心の糧として太成構は明日の光を求めています 苦しみの 

涙で蒔いた種は喜びの涙で花開き実を結ぶ時を知る】    合掌 』 

(平成１３年６月１５日青葉祭建立）２１番札所太龍寺境内石碑「いのちのいずみ」より 

 体が動くうちにボチボチでいいから「家内の安全 身体健康 ・・」等の思いを持って

「お遍路巡り」をさせていただいているが、まだ半分もまわれていない。 

最初は お参りの作法を教えていただくために「お遍路巡りのツアー」に参加した。お

かげで「先達」さんより「お参りの作法」をご教示いただけた。ありがたいことである。 

足が不自由になり階段の上り下りには手すりが必要になってきていることもあり、その

後は時間がとれた時、自家用車でゆっくりとお参りをしている。「カーナビ」のお陰で知ら

ない土地でも迷わずに行くことができ、おかげ様でいろいろな体験をさせてもらっている。 

産直市場でサバずしやイカそうめんを買った。横でサーフィンに来ている若い方に少し

おすそ分けすると「おいしいですね。」との声が返ってきた。まさに産地直送だからこそ味

わえる旬の物である。山門の前でお接待されたこともある。地元の長の末裔である信者の

方からその寺の成り立ちを聞くこともできた。 

 「遠回りになり時間がかかりますが、大月の方の海岸線を行くとノジギクの群生が見ら

れますよ。」との情報からコースを変更したこともあった。途中、思いがけず「中浜万次郎」

の生誕地に寄ることもできた。津波の時には高台に避難するようにとの掲示板や南海地震

の時に来た潮位を示す電柱の表示にも出会った。ノジギクについては、大月町のキャンプ

場管理の方の了解を得て敷地内の群生している状況を見ることができた。   等々 

 まだまだ 資格にはほど遠いが 少しでもお大師様に合掌できるように続けていきたい。 

                             （学芸・昭和４０年卒）  


